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(問題 [lJ，[2Jは別々の答案用紙に回答すること.) 

[lJ 以下の(1)'"'"'(4)の聞いに答えよ.

(1) 図 1・1に示す2次元切削モデルについて次の間いに答えよ.

(a) 図中の角度 α，φの名称を示せ.
(b) 図中の角度砂の値によって切削力の大き

さが決まるが，ゆが 20
0

と30
0

では切削力

が大きいのはどちらか示せ.また，その理由

を簡潔に説明せよ.

(c) 工具材料に要求される特性を2つ挙げて，そ

の特性が必要となる理由を説明せよ.
図 1・1

(2) 図 1-2の砥石の状態を示す模式図を見て次の間いに答えよ.

エ具

(吟図中①の正常な砥石の状態に対して，砥石の切れ味が劣化する②，③，④の

状態がどのように呼ばれているかを示せ.

(b) 図中②と③の砥石の状態で，砥石の切れ味が劣化する理由を説明せよ.

(c) 砥石の自生作用という現象を説明せよ.

. (3) 図 1・3に示す部品番号①の部品図を見て次の間いに答えよ.

(伊ωa吟) “M1ロ2"および‘3
(φb) 10ω2X 102X2勾2の鋼板(材質は S4桁5C)からこの部品を加工するために必必、要な

切削工具を列挙せよ.

(4) 工作機械における“母性の原理"を簡潔に説明せよ.

①す 3-M12 

①正常 ② 

③ ④ t=20 

図 1・2 砥石の状態を示す模式図 図1・3 部品図
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(問題[1]，[2]は別々の答案用紙に解答すること.) 

[2]フィードバック制御系に関する以下の問いに答えよ.

(1) 図2-1に示す回転系において， e[rad]は回転体の回転角， l[kg-m2]は回転体の軸周りの
慣性モーメント，D[N-m-s]は両端の軸受部での粘性摩擦の影響を合わせた回転運動に

関する粘性摩擦係数，r[N-m]は回転体に加わるトルクである.まずこの回転系の運動

方程式を示し，そこからァから Oまでの伝達関数G(s)を求めよ.

(2) 問(1)のG(s)の周波数応答を測定したところ，図2-2のようなボード線図を得た.ゲイ
ン線図には折れ線近似の直線も点線でプロットしである.これより，

lO 
G(s) = 
s(10s + 1) 

と推定した.この推定の過程を述べるとともに，このときのIとDの値を示せ.

(3) 問(2)で推定したG(s)を制御対象として，図2-3に示すようなフィードパック制御系 1
を構成した.ただし K(>0)は比例ゲインである.この系の閉ループ伝達関数H(s)を

求めよ.さらに，このH(s)においてK=10とし，目標値として白=sin v'15 tの正弦
波を与えたときの出力 Oの定常応答を時間t[s]の関数として示せ.

(4) 図2-3のフィードパック制御系 lのむから偏差eまでの伝達関数を求め，そこから定常

速度偏差をKの関数として示せ.

(5) 図2-4に示すように，フィードパック制御系 lのフィードバッグループの途中にノイズ除

去のために一次遅れフィルタを挿入した新たなフィードバック系を考え，これをフィー

ドバック系2とする.フィルタの時定数をT= O_l[s]としたとき，このフィードパック
系2が安定となる Kの範囲を求めよ.

図2-1:回転系
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図 2-2:ボード線図

()d orfE画了。
図 2-4:フィードパック制御系2図 2-3:フィードパック制御系 l


